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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月21日(2013.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー被覆剤を作製する方法であって、該ポリマー被覆剤が、２－メトキシエチルア
クリレートの反復単位を含むもしくはから成るポリマー鎖を含み、該ポリマー鎖が１つ以
上の基材の１つ以上の表面に共有結合し、該方法が、ＳＩ　ＡＴＲＰ、例えば、ＡＲＧＥ
Ｔ　ＳＩ　ＡＴＲＰまたはＡＧＥＴ　ＳＩ　ＡＴＲＰを含む、方法。
【請求項２】
　ＭＥＡが、１つ以上の基材の１つ以上の表面から重合する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１つ以上の下記工程を含み、それによって請求項１に記載のポリマー被覆剤を作製する
、請求項１に記載の方法：
　ｉ）基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む反応器に、１種以
上の触媒、１つ以上のリガンド、２－メトキシエチルアクリレート、および任意に１種以
上の溶媒を加える工程；
　ｉｉｉ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｉｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
【請求項４】
　１つ以上の下記工程を含み、それによって基材の表面に共有結合したＰＭＥＡ被覆剤を
作製する、請求項１に記載の方法：
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　ｉ）該基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む第一反応器に、１
種以上の触媒、１つ以上のリガンド、および任意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｉｉ）第二反応器に、２－メトキシエチルアクリレートおよび任意に１種以上の溶媒
を加える工程；
　ｉｖ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該第一反応器および／または該第二反応器から酸素を除
去する工程；
　ｖ）該第二反応器の内容物を、該第一反応器に移す工程；
　ｖｉ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖｉｉ）１種以上の還元剤を使用する工程。
【請求項５】
　１つ以上の下記工程を含み、それによって基材の表面に共有結合したＰＭＥＡ被覆剤を
作製する、請求項１に記載の方法：
　ｉ）基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む第一反応器に、１
種以上の触媒、２－メトキシエチルアクリレート、および任意に１種以上の溶媒を加える
工程；
　ｉｉｉ）第二反応器に、１つ以上のリガンドおよび任意に１つ以上の溶媒を加える工程
；
　ｉｖ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該第一反応器および／または該第二反応器から酸素を除
去する工程；
　ｖ）該第二反応器の内容物を、該第一反応器に移す工程；
　ｖｉ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖｉｉ）１種以上の還元剤を使用する工程。
【請求項６】
　１つ以上の下記工程を含み、それによって基材の表面に共有結合したＰＭＥＡ被覆剤を
作製する、請求項１に記載の方法：
　ｉ）基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む反応器に、１種以
上の触媒、１つ以上のリガンド、２－メトキシエチルアクリレート、および任意に１種以
上の溶媒を加える工程；
　ｉｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポ
ンプ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
【請求項７】
　１つ以上の下記工程を含み、それによってＰＭＥＡ被覆面を調製する、請求項１に記載
の方法：
　ｉ）１つ以上の基材を含む反応器に、１種以上の触媒、１つ以上のリガンド、および任
意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
　ｉｉｉ）該反応器から酸素を除去した後に、該反応器に２－メトキシエチルアクリレー
トおよび任意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
【請求項８】
　１つ以上の下記工程を含み、それによってＰＭＥＡ被覆面を調製する、請求項１に記載
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の方法：
　ｉ）１つ以上の基材を含む反応器に、１種以上の触媒、２－メトキシエチルアクリレー
ト、および任意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
　ｉｉｉ）該反応器から酸素を除去した後に、該反応器に１つ以上のリガンドおよび任意
に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
【請求項９】
　１つ以上の下記工程を含み、それによってＰＭＥＡ被覆面を調製する、請求項１に記載
の方法：
　ｉ）グローブボックスにおけるような不活性雰囲気下で、１種以上の触媒、２－メトキ
シエチルアクリレート、１つ以上のリガンド、および任意に１種以上の溶媒を、反応器に
加える工程；
　ｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
　ｉｉｉ）不活性雰囲気下で該反応器に１つ以上の基材を加える工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
【請求項１０】
　２－メトキシエチルアクリレートの反復単位を含むもしくはから成るポリマー鎖を、含
むかまたはから成るポリマー被覆剤であって、該ポリマー鎖が１つ以上の基材の１つ以上
の表面に共有結合しており、該ポリマー被覆剤は、請求項１～９のいずれかに記載の方法
により得られる、ポリマー被覆剤。
【請求項１１】
　２－メトキシエチルアクリレートの反復単位を含むもしくはから成るポリマー鎖を、含
むかまたはから成るポリマー被覆剤であって、その中に含まれた任意のポリマー鎖が、直
鎖状であり、１つ以上の基材の１つ以上の表面に共有結合している、ポリマー被覆剤。
【請求項１２】
　前記ポリマー鎖が酸素原子を介して前記表面に共有結合している、請求項１１にポリマ
ー被覆剤。
【請求項１３】
　前記ポリマー鎖が炭素－炭素結合を介して前記表面に共有結合している、請求項１１に
ポリマー被覆剤。
【請求項１４】
　請求項１１～１３のいずれかに記載のポリマー被覆剤に共有結合した１つ以上の表面を
含むデバイス。
【請求項１５】
　前記デバイスが、容器、埋め込み可能デバイス、管デバイス、膜、フィルム、医療デバ
イス、細胞培養皿またはフラスコ、バイオリアクター、シリンジ、針、バイオプシー針、
ピペットチップ、試験管、顕微鏡検査用スライド、薬瓶またはアンプル、バッグ、ポーチ
、埋め込み可能デバイス、ステント、血液フィルター、血液貯蔵バッグ、血液試料グラス
またはチューブ、血液フィルター、血液回路、輸液セット、ポンプ、カテーテル、ポンプ
、酸素供給器、プロテーゼ、およびバイオセンサーから成る群から選択され得る、請求項
１４に記載のデバイス。
【請求項１６】
　１つ以上のタンパク質、１つ以上のペプチド、１つ以上の薬剤、１種以上の体液、１つ
以上の生組織または死組織、皮膚、脂肪組織および肉から成る群から選択される１つ以上
の対象物を接触させるための、請求項１１～１３のいずれかに記載のポリマー被覆剤。
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【請求項１７】
　医療処置を必要とする個体の医療処置、医療手術を必要とする個体の医療手術、診断分
析を必要とする個体の診断分析のための、請求項１４または１５に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記１つ以上の基材が、ポリマー基材または有機基材である、請求項１～１０のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１９】
　前記１つ以上の基材が、ポリマー基材または有機基材である、請求項１１～１３のいず
れかに記載のポリマー被覆剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　ＰＭＥＡ被覆剤は、さらに、長期間安定性を有するので、長期間にわたって使用するこ
とができる。従って、ＰＭＥＡ被覆剤は、例えば、好適な物質（例えば、本出願に記載さ
れている任意の物質）を、該物質へのＰＭＥＡ被覆剤の有意な漏出なしに、１ヵ月以上、
３ヶ月以上、６ヶ月以上、１年以上、５年以上または１０年以上にわたって長期貯蔵する
のに使用されるデバイスを被覆するために使用することができる。該物質への有意な漏出
なしにとは、１つの実施形態において、５％未満、例えば１％未満または０．１％未満の
ＰＭＥＡ被覆剤が該物質へ漏出していることを意味する。
　例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　２－メトキシエチルアクリレートの反復単位を含むもしくはから成るポリマー鎖を、含
むかまたはから成るポリマー被覆剤であって、該ポリマー鎖が１つ以上の基材の１つ以上
の表面に共有結合しているポリマー被覆剤。
（項目２）
　項目１に記載のポリマー被覆剤に共有結合した１つ以上の表面を含むデバイス。
（項目３）
　容器、埋め込み可能デバイス、管デバイス、膜、フィルム、医療デバイス、細胞培養皿
またはフラスコ、バイオリアクター、シリンジ、針、バイオプシー針、ピペットチップ、
試験管、顕微鏡検査用スライド、薬瓶またはアンプル、バッグ、ポーチ、埋め込み可能デ
バイス、ステント、血液フィルター、血液貯蔵バッグ、血液試料グラスまたはチューブ、
血液フィルター、血液回路、輸液セット、ポンプ、カテーテル、ポンプ、酸素供給器、プ
ロテーゼおよびバイオセンサーから成る群から選択することができる、項目２に記載のデ
バイス。
（項目４）
　項目１に記載のポリマー被覆剤を作製する方法。
（項目５）
　ＳＩ　ＡＴＲＰ、例えば、ＡＲＧＥＴ　ＳＩ　ＡＴＲＰまたはＡＧＥＴ　ＳＩ　ＡＴＲ
Ｐを含む、項目４に記載の方法。
（項目６）
　ＭＥＡが、１つ以上の基材の１つ以上の表面から重合する、項目４に記載の方法。
（項目７）
　１つ以上の下記工程を含み、それによって項目１に記載のポリマー被覆剤を作製する、
項目４に記載の方法：
　ｉ）基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む反応器に、１種以
上の触媒、１つ以上のリガンド、２－メトキシエチルアクリレート、および任意に１種以
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上の溶媒を加える工程；
　ｉｉｉ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｉｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
（項目８）
　１つ以上の下記工程を含み、それによって基材の表面に共有結合したＰＭＥＡ被覆剤を
作製する、項目４に記載の方法：
　ｉ）基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む第一反応器に、１
種以上の触媒、１つ以上のリガンド、および任意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｉｉ）第二反応器に、２－メトキシエチルアクリレートおよび任意に１種以上の溶媒
を加える工程；
　ｉｖ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該第一反応器および／または該第二反応器から酸素を除
去する工程；
　ｖ）該第二反応器の内容物を、該第一反応器に移す工程；
　ｖｉ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖｉｉ）１種以上の還元剤を使用する工程。
（項目９）
　１つ以上の下記工程を含み、それによって基材の表面に共有結合したＰＭＥＡ被覆剤を
作製する、項目４に記載の方法：
　ｉ）基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む第一反応器に、１
種以上の触媒、２－メトキシエチルアクリレート、および任意に１種以上の溶媒を加える
工程；
　ｉｉｉ）第二反応器に、１つ以上のリガンドおよび任意に１つ以上の溶媒を加える工程
；
　ｉｖ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該第一反応器および／または該第二反応器から酸素を除
去する工程；
　ｖ）該第二反応器の内容物を、該第一反応器に移す工程；
　ｖｉ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖｉｉ）１種以上の還元剤を使用する工程。
（項目１０）
　１つ以上の下記工程を含み、それによって基材の表面に共有結合したＰＭＥＡ被覆剤を
作製する、項目４に記載の方法：
　ｉ）基材の１つ以上の表面に共有結合した開始基を使用する工程；
　ｉｉ）該開始基を含む１つ以上の表面を有する１つ以上の基材を含む反応器に、１種以
上の触媒、１つ以上のリガンド、２－メトキシエチルアクリレート、および任意に１種以
上の溶媒を加える工程；
　ｉｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポ
ンプ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
（項目１１）
　１つ以上の下記工程を含み、それによってＰＭＥＡ被覆面を調製する、項目４に記載の
方法：
　ｉ）１つ以上の基材を含む反応器に、１種以上の触媒、１つ以上のリガンド、および任
意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
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　ｉｉｉ）該反応器から酸素を除去した後に、該反応器に２－メトキシエチルアクリレー
トおよび任意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
（項目１２）
　１つ以上の下記工程を含み、それによってＰＭＥＡ被覆面を調製する、項目４に記載の
方法：
　ｉ）１つ以上の基材を含む反応器に、１種以上の触媒、２－メトキシエチルアクリレー
ト、および任意に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
　ｉｉｉ）該反応器から酸素を除去した後に、該反応器に１つ以上のリガンドおよび任意
に１種以上の溶媒を加える工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
（項目１３）
　１つ以上の下記工程を含み、それによってＰＭＥＡ被覆面を調製する、項目４に記載の
方法：
　ｉ）グローブボックスにおけるような不活性雰囲気下で、１種以上の触媒、２－メトキ
シエチルアクリレート、１つ以上のリガンド、および任意に１種以上の溶媒を、反応器に
加える工程；
　ｉｉ）任意に、脱気および／またはフラッシングおよび／または１回以上の凍結－ポン
プ吸引－解凍サイクルによって、該反応器から酸素を除去する工程；
　ｉｉｉ）不活性雰囲気下で該反応器に１つ以上の基材を加える工程；
　ｉｖ）反応を生じさせる工程；および任意に、
　ｖ）１種以上の還元剤を使用する工程。
（項目１４）
　１つ以上のタンパク質、１つ以上のペプチド、１つ以上の薬剤、１種以上の体液、１つ
以上の生組織または死組織、皮膚、脂肪組織および肉から成る群から選択される１つ以上
の対象物を接触させるための、項目１に記載の被覆剤の使用。
（項目１５）
　医療処置を必要とする個体の医療処置、医療手術を必要とする個体の医療手術、診断分
析を必要とする個体の診断分析のための、項目２または３に記載のデバイスの使用。
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